
飯
能
市
教
職
員
組
合
主
催

の
教
育
研
究
集
会
が
９
月
１

日
、
精
明
公
民
館
で
開
催
さ

れ
、
多
く
の
教
職
員
、
学
校

関
係
者
・
市
民
な
ど
が
参
加

し
ま
し
た
。

教
職
員
組
合
委
員
長
の
麻

生
先
生
は
、
「
教
育
基
本
法

が
改
悪
さ
れ
た
も
と
で
も
、

私
た
ち
は
教
育
現
場
で
憲
法

に
沿
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
を

中
心
に
据
え
た
教
育
を
進
め

て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶

し
ま
し
た
。

３
つ
の
分
科
会
に
は
、
●

日
本
国
憲
法
を
学
ぶ
●

障
害

児
教
育
●

手
作
り
道
徳
授
業

の
実
践
な
ど
８
本
の
レ
ポ
ー

ト
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
集
会
で
は
、
学
校

給
食
の
特
別
分
科
会
が
持
た

れ
、
教
員
、
栄
養
士
、
調
理

員
、
用
務
員
、
父
母
、
新
井

巧
市
議
も
参
加
し
ま
し
た
。

分
科
会
で
は
、
飯
能
市
の

学
校
給
食
等
検
討
委
員
会
が
、

吾
野
・
東
吾
野
４
校
の
給
食

室
を
西
川
小
に
、
精
明
小
を

双
小
に
、
二
小
を
原
市
場
小

に
、
南
高
麗
中
を
南
高
麗
小

の
給
食
室
に
統
合
す
る
と
し

た
検
討
委
員
会
報
告
の
問
題

点
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

11
時
に
は
配
送
に

調
理
員
の
Ａ
さ
ん
は
、

「
こ
の
報
告
が
計
画
通
り
実

施
さ
れ
た
場
合
、
特
に
吾
野

地
域
で
は
、
１
１
時
に
は
配

送
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

そ
う
し
た
場
合
、
今
ま
で
行

わ
れ
て
き
た
セ
レ
ク
ト
給
食

や
お
楽
し
み
給
食
は
無
理
。

国
道
は
事
故
や
雪
な
ど
ア
ク

シ
デ
ン
ト
も
多
く
、
そ
う
し

た
場
合
、
欠
食
に
な
る
恐
れ

も
あ
る
。
学
校
か
ら
給
食
の

臭
い
が
消
え
る
こ
と
は
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
重
大
な
問

題
だ
」
と
指
摘
し
ま
す
。

教
員
の
Ｂ
さ
ん
は
、
「
あ

る
市
の
給
食
セ
ン
タ
ー
方
式

の
給
食
で
は
、
給
食
の
時
間

に
な
る
と
子
ど
も
た
ち
が

『
Ｅ
Ｓ
Ａ
』
（
え
さ
）
の
時

間
だ
と
言
っ
て
い
る
。
子
ど

も
た
ち
と
顔
の
見
え
る
関
係
、

給
食
の
臭
い
の
す
る
校
舎
だ

か
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
給
食

に
親
し
み
が
持
て
る
の
で
は

な
い
か
」
「
飯
能
市
の
給
食

は
、
近
隣
市
の
間
で
も
手
作

り
で
美
味
し
い
と
大
変
評
価

さ
れ
て
い
る
自
慢
の
給
食
だ
。

ア
レ
ル
ギ
ー
除
去
給
食
な
ど

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
が
、
そ
う
し
た
こ
と
も
困

難
に
な
る
こ
と
は
あ
き
ら
か

だ
」
と
指
摘
。
搬
入
体
制
に

つ
い
て
も
、
「
荷
受
け
や
衛

生
面
、
職
員
配
置
な
ど
多
く

の
問
題
の
検
討
が
必
要
」
な

ど
の
声
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

父
母
、
教
職
員
に

十
分
な
説
明
を

新
井
市
議
は
、
「
平
成
２

１
年
実
施
と
言
う
こ
と
に
な

る
と
来
年
度
予
算
に
配
送
車

と
か
、
給
食
室
の
改
修
と
か

予
算
化
さ
れ
る
も
の
が
出
て

く
る
と
思
う
。
現
場
の
理
解

な
し
に
す
す
め
る
こ
と
は
許

さ
れ
な
い
」
と
執
行
部
の
姿

勢
を
批
判
し
ま
し
た
。

父
母
、
教
員
、
調
理
員
、

栄
養
士
な
ど
に
説
明
も
し
な

い
で
、
強
引
に
す
す
め
る
よ

う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

滝
沢

修

９
月
12
日
（水
）13
～

１
、
区
画
整
理
問
題

(1)
見
直
し
は
住
民
の
十
分
な
理

解
と
合
意
を

①
何
故
、
今
ま
で
見
直
し
は
無

理
と
し
て
き
た
か
②
北
部
は
２

６
年
、
南
部
は
２
１
年
で
終
了

で
き
る
の
か
③
整
備
方
法
が
変

わ
る
な
か
で
財
源
は
④
下
水
道
・

雨
水
排
水
は
具
体
的
な
計
画
が

必
要
⑤
見
直
し
で
地
権
者
の
公

平
性
を
ど
う
考
え
る
か
⑥
住
民

は
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

求
め
て
い
る
⑦
地
区
整
備
計
画

に
つ
い
て

(2)
そ
の
他

①
整
備
さ
れ
る
ま
で
の
道
路
改

修
・
舗
装
に
つ
い
て
②
ゴ
ミ
集

積
場
に
つ
い
て
③
双
柳
南
部
の

今
後
は

２
、
環
境
問
題

神
久
山
周
辺
景
観
緑
地
を
ト
ラ

ス
ト
保
全
地
に

３
、
防
災
に
つ
い
て

（
１
）
防
災
無
線
放
送
の
聞
き

取
り
難
い
地
域
の
解
消
を

（
２
）
火
災
警
報
器
の
設
置
義

務
化
に
つ
い
て

金
子

敏
江

12
日
（水
）15
・20
～

１
、
県
水
問
題

現
状
の
県
水
問
題
を
ど
う
打
開

す
る
の
か

２
、
重
税
問
題

「
福
祉
の
心
」
を
市
政
に

①
住
民
税
の
減
免
に
つ
い
て

②
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
に

つ
い
て

３
、
医
療
問
題

（
１
）
医
療
制
度
「
構
造
改
革
」

と
地
域
保
健
に
つ
い
て

（
２
）
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
問
題
点
に
つ
い
て

山
田

利
子

９
月
13
日
（木
）11
～

１
、
福
祉
問
題

（
１
）
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

①
母
子
保
健
の
充
実
②
妊
婦
の

無
料
検
診
の
拡
大
を
③
保
育
所

の
待
機
児
童
対
策
に
つ
い
て

（
２
）
保
育
料
滞
納
に
つ
い
て

（
３
）
臨
時
保
育
士
の
処
遇
改

善
を

２
、
交
通
安
全
対
策

一
小
体
育
館
脇
の
交
差
点
の
安

全
対
策
を

新
井

巧

13
日
（木
）14
・10
～

１
、
総
合
政
策

構
造
改
革
路
線
と
市
民
生
活

①
自
民
・
公
明
政
治
の
構
造
改

革
路
線
と
庶
民
増
税
・
負
担
増

に
下
っ
た
厳
し
い
審
判
を
ど
う

み
る
か
②
市
民
に
増
税
と
負
担

増
が
続
く
中
で
、
新
た
な
増
税

や
負
担
増
計
画
は
中
止
を
③
市

民
生
活
を
守
る
暖
か
い
施
策
を

２
、
医
療
問
題

（
１
）
国
の
医
療
制
度
改
悪
で

地
域
医
療
は
ど
う
な
る
か

（
２
）
飯
能
市
立
病
院
の
そ
の

後
の
経
過
と
方
向
性

①
住
民
懇
談
会
な
ど
を
通
じ
て

見
え
て
き
た
も
の
、
市
と
し
て

具
体
化
す
べ
き
課
題
②
患
者
の

送
迎
、
足
の
確
保
を

３
、
給
食
問
題

学
校
給
食
等
検
討
委
員
会
報
告

と
そ
の
具
体
的
な
検
討
状
況
に

つ
い
て

台
風
９
号
の
直
撃

が
心
配
で
す
。
昨

日
か
ら
時
折
の
強

い
雨
が
百
日
紅
の

花
を
濡
ら
し
て
い

ま
す
。
立
春
か
ら

数
え
て
、
二
百
十

日
、
二
百
二
十
日

の
頃
は
昔
か
ら

「
厄
日
」
と
し
て

警
戒
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
時
期
の
台
風
の
襲
来
で
す
。

被
害
の
少
な
い
こ
と
を
願
わ

ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
結

局
自
然
災
害
で
も
追
い
詰
め

ら
れ
る
の
は
社
会
的
弱
者
な

の
で
す
か
ら
▼
餓
死
、
自
殺

者
ま
で
出
し
て
い
る
北
九
州

市
の
生
活
保
護
。
弱
い
も
の

い
じ
め
も
極
ま
れ
り
の
感
が

あ
り
ま
す
。
福
祉
事
務
所
長

が
公
務
員
の
犯
罪
と
し
て
刑

事
告
発
さ
れ
た
の
は
当
然
で

す
▼
し
か
も
北
九
州
市
に
は
、

国
か
ら
「
ヤ
ミ
の
北
九
州
方

式
」
と
呼
ば
れ
る
生
活
保
護

削
減
の
モ
デ
ル
が
押
し
付
け

ら
れ
、
職
員
に
は
申
請
書
の

交
付
は
月
五
枚
ま
で
、
廃
止

ノ
ル
マ
は
年
間
五
件
な
ど
の

数
値
目
標
が
課
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
職
場
に
は
ノ
ル
マ
を

達
成
す
る
こ
と
に
喜
び
を
感

じ
る
よ
う
な
雰
囲
気
も
つ
く

ら
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
▼

北
九
州
市
は
こ
の
方
式
を
三

十
年
前
か
ら
実
践
し
て
い
ま

す
。
他
人
事
と
は
思
え
ま
せ

ん
。
自
分
た
ち
の
市
の
生
活

保
護
行
政
に
つ
い
て
も
今
一

度
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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学
校
給
食
は
食
育
の
柱

給
食
室
の
統
合
は
重
大
問
題

飯
能
市
教
育
研
究
集
会
開
か
れ
る

市
民
の
声
を
市
政
に

日
本
共
産
党
の
一
般
質
問



年金額 120万円 160万円 180万円 200万円 220万円 240万円 300万円

所得割額 0円 5600円 2万1600円 3万7600円 5万3600円 6万9600円 11万7600円

均等割額
1万1160円

7割軽減
1万1160円

7割軽減
2万9760円

2割軽減
2万9760円

2割軽減
3万7200円 3万7200円 3万7200円

保険料総額 1万1160円 1万6760円 5万1360円 6万7360円 9万800円 10万6800円 15万4800円

来
年
４
月
か
ら
７
４
歳

ま
で
の
高
齢
者
の
医
療
費

の
自
己
負
担
が
１
割
か
ら

２
割
に
。
７
５
歳
以
上
の

お
年
寄
り
は
、
介
護
保
険

と
同
じ
よ
う
に
一
人
一
人

か
ら
保
険
料
を
年
金
か
ら

天
引
き
す
る
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
が
は
じ
ま
る
こ

と
で
、
不
安
や
怒
り
の
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
の
内
容
と
問
題

点
を
Ｑ
＆
Ａ
方
式
で
簡
単

に
紹
介
し
ま
す
。

〈
問
い
〉
現
在
、
健
康
保

険
や
国
民
健
康
保
険
の
扶

養
家
族
と
な
っ
て
い
る
７

５
歳
以
上
の
人
も
、
新
し

く
健
康
保
険
制
度
が
作
ら

れ
、
そ
れ
に
加
入
さ
せ
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う

話
を
聞
き
ま
す
が
、
こ
の

制
度
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
し
ょ
う
か
？

〈
答
え
〉
「
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
」
は
、
昨
年
の

医
療
改
悪
法
に
よ
っ
て
導

入
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

新
制
度
が
始
ま
る
と
、

後
期
高
齢
者
（
７
５
歳
以

上
）
は
現
在
加
入
し
て
い

る
国
保
や
健
保
を
脱
退
さ

せ
ら
れ
、
後
期
高
齢
者
だ

け
の
独
立
保
険
に
組
み
入

れ
ら
れ
ま
す
。

全
て
の
高
齢
者
か
ら

保
険
料
徴
収

現
行
制
度
と
の
大
き
な

違
い
は
、
家
族
に
扶
養
さ

れ
て
い
る
人
を
含
め
す
べ

て
の
後
期
高
齢
者
が
保
険

料
の
負
担
を
求
め
ら
れ
、

大
多
数
が
「
年
金
天
引
き
」

で
保
険
料
を
徴
収
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
こ
と
で
す

（
「
天
引
き
」
対
象
は
年

金
が
月
１
万
５
０
０
０
円

以
上
）
。

保
険
料
は
？

保
険
料
額
は
、
今
後
、

条
例
で
都
道
府
県
ご
と
に

決
ま
る
予
定
で
す
が
、
全

国
平
均
で
年
７
万
２
０
０

０
円
（
月
６
０
０
０
円
）

に
な
る
と
政
府
は
試
算
し

て
い
ま
す
。
介
護
保
険
料

（
全
国
平
均
４
０
９
０
円
）

と
あ
わ
せ
る
と
、
多
く
の

高
齢
者
が
、
毎
月
１
万
円

を
「
天
引
き
」
さ
れ
る
の

で
す
。

滞
納
者
は

保
険
証
取
り
あ
げ
に

従
来
、
７
５
歳
以
上
の

高
齢
者
は
、
障
害
者
や
被

爆
者
な
ど
と
同
じ
く
、

“
保
険
料
を
滞
納
し
て
も
、

保
険
証
を
取
り
上
げ
て
は

な
ら
な
い
”
と
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
今
回
の
制
度

改
悪
に
よ
り
、
滞
納
者
は

保
険
証
を
取
り
上
げ
ら
れ
、

短
期
保
険
証
・
資
格
証
明

書
を
発
行
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
保

険
料
は
２
年
ご
と
に
改
定

さ
れ
ま
す
が
、
後
期
高
齢

者
の
数
が
増
え
る
の
に
応

じ
て
、
自
動
的
に
保
険
料

が
引
き
あ
が
る
仕
組
み
も

つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

病
院
か
ら
追
い
出
し
に

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
な
っ
て
も
、
医
療
費
の

窓
口
負
担
は
、
「
原
則
＝

１
割
」
「
現
役
並
み
所
得

者
＝
３
割
」
で
変
わ
り
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
政
府
は
、

後
期
高
齢
者
と
そ
れ
以
下

の
世
代
で
、
病
院
・
診
療

所
に
払
わ
れ
る
診
療
報
酬

（
医
療
の
値
段
）
を
別
建

て
に
し
、
格
差
を
つ
け
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
導
入
さ
れ
る
と
、

後
期
高
齢
者
に
手
厚
い
医

療
を
す
る
病
院
・
診
療
所

ほ
ど
経
営
が
悪
化
す
る
よ

う
に
な
り
、
高
齢
者
は
、

“
粗
悪
医
療
”
や
“
病
院

追
い
出
し
”
を
せ
ま
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
「
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
」
は
７

５
歳
以
上
の
高
齢
者
を
他

の
医
療
保
険
か
ら
切
り
離

す
こ
と
で
、
「
保
険
料
値

上
げ
」
か
「
医
療
内
容
の

劣
悪
化
」
か
と
い
う
、
ど

ち
ら
を
と
っ
て
も
痛
み
し

か
な
い
“
選
択
”
を
高
齢

者
自
身
に
せ
ま
ろ
う
と
い

う
も
の
で
す
。

制
度
改
善
の
運
動
を

日
本
共
産
党
は
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
よ
る
、

無
慈
悲
な
保
険
料
取
り
立

て
・
給
付
切
り
捨
て
を
許

さ
な
い
運
動
に
力
を
つ
く

し
ま
す
。

飯
能
市
議
団
は
、
９
月

議
会
で
県
広
域
議
会
に
左

記
の
事
項
に
つ
い
て
、
意

見
書
を
提
出
す
る
よ
う
提

案
し
て
い
ま
す
。

①
資
格
証
明
書
を
発
行
し

な
い
こ
と
、
保
険
給
付
差

し
止
め
の
制
裁
を
行
わ
な

い
こ
と
。

②
保
険
料
と
医
療
費
の
一

部
負
担
金
を
軽
減
す
る
た

め
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

③
高
齢
者
を
は
じ
め
住
民

の
意
思
を
反
映
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
。

④
高
齢
者
が
十
分
な
医
療

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
関
係

機
関
に
働
き
か
け
る
こ
と
。

広
域
連
合
議
会
・
シ

ン
ポ
等
の
お
知
ら
せ

●
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
議
会
報
告
集
会

日
時

９
月
16
日
（
日
）

埼
玉
共
済
会
館
４
０
２

報
告
者

広
域
連
合
議
会

議
員
（
さ
い
た
ま
市
議
）

加
川
義
光
氏

特
別
報
告

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
し
く
み
と
内
容
」

川
嶋
芳
男
氏
（
民
医
連
）

●
広
域
議
会
の
開
催

日
時

11
月
21
日
（
水
）

午
後
１
時
30
分
～

会
場

後
日
連
絡

＊
ぜ
ひ
議
会
の
傍
聴
を

●
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ご
案
内

日
時

10
月
11
日
（
木
）

午
後
２
時
～
４
時

場
所

埼
玉
会
館

パ
ネ
ラ
ー

相
野
谷
安
孝

氏
（
中
央
社
会
保
障
推
進

協
議
会
事
務
局
次
長
）
他

２００７年９月９日 ＮＯ．１５８９

高
齢
者
に
あ
ら
た
な
負
担
強
い
る

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
と
は

●フォークソング演奏、楽

器演奏、コーラス、民謡等

様々なパフォーマンス

●みんなで、なつかしい日

本の歌、平和の歌、フォークソング、親子で歌う歌など思

い切って歌いましょう。

主催：奥むさし・文化９条の会 連絡先：973-7303（佐藤）

年金収入ごとの保険料（単身世帯、年額）厚労省試算から作成


